
　
厚
生
労
働
省
人
口
動
態
調
査
に
よ
れ
ば
、
ガ
ン
が
日
本

人
死
因
の
第
1
位
で
、
こ
の
約
40
年
間
に
渡
り
ガ
ン
死
亡

率
は
年
々
増
え
続
け
て
い
る
こ
と
や
、
2
0
1
5
年
に

W
H
O
国
際
ガ
ン
研
究
機
関
（
I
A
R
C
）
が
「
加
工
肉

を
１
日
50g
摂
取
す
る
と
大
腸
ガ
ン
の
発
症
が
18
％
ア
ッ

プ
す
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
、
米
国
有
力
紙
ワ
シ
ン
ト

ン
ポ
ス
ト
や
U
S
ト
ゥ
デ
ー
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る

ほ
ど
全
世
界
に
衝
撃
を
与
え
た
こ
と
を
前
号
で
報
告
し
ま

し
た
。

　
そ
の
I
A
R
C
は
「
発
ガ
ン
性
リ
ス
ク
一
覧
」（
別
表
）

を
発
表
し
、
世
界
の
ガ
ン
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
加
工
肉
や
畜
肉
は
ガ
ン
発
症
リ
ス

ク
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
ベ
ー
コ
ン
な
ど
の
加
工
肉
は
、
タ

バ
コ
や
ア
ス
ベ
ス
ト
と
同
じ
最
も
強
い
発
ガ
ン
性
を
示
す

グ
ル
ー
プ
1
に
、
畜
肉
は
食
肉
発
色
剤
の
亜
硝
酸
塩
か
ら

体
内
で
つ
く
ら
れ
る
ニ
ト
ロ
ソ
ア
ミ
ン
や
整
腸
剤
に
含
ま

れ
る
ク
レ
オ
ソ
ー
ト
等
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
2
A
に
分
類
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
ガ
ン
の
発
症
に
肉
類
が
関
係
す
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　
肉
類
と
ガ
ン
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
関
す
る
強
力
な
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
塩
漬
け
や
燻

製
な
ど
の
肉
の
加
工
方
法
に
よ
っ
て
ニ
ト
ロ
ソ
化
合
物
な

ど
の
発
ガ
ン
性
物
質
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
焼
く
、

揚
げ
る
な
ど
高
温
で
肉
類
を
調
理
し
た
場
合
も
ヘ
テ
ロ
サ

イ
ク
リ
ッ
ク
ア
ミ
ン
な
ど
の
発
ガ
ン
性
物
質
が
形
成
さ
れ

る
の
で
す
。

　
ま
た
、
植
物
性
食
品
が
が
ん
発
症
を
予
防
す
る
の
で
し

ょ
う
か
？

　
米
国
ガ
ン
研
究
財
団
は
、
ガ
ン
予
防
の
た
め
に
6
7
0

頁
に
お
よ
ぶ
膨
大
な
レ
ポ
ー
ト（
2
0
0
7
年
）
を
発
刊
し

ま
し
た
。
そ
の
レ
ポ
ー
ト
中
に「
が
ん
予
防
の
14
カ
条
」

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

野
菜
や
果
物
、
豆
類
、
精
製
度
の
低
い
デ
ン
プ
ン
質

な
ど
の
主
食
食
品
が
豊
富
な
食
事
を
す
る
。

B
M
I
（
体
重
㎏
÷
身
長
m
÷
身
長
m
）
を
18.
5
〜

25
に
維
持
し
、
成
人
期
の
体
重
増
加
は
5
㎏
未
満
に

す
る
。

1
日
1
時
間
の
速
歩
を
行
い
、
1
週
間
に
合
計
1
時

間
は
強
度
の
強
い
運
動
を
行
う
。

1
日
4
0
0
〜
8
0
0ｇ
ま
た
は
5
皿
以
上
（
1
皿

は
80ｇ
相
当
）
の
野
菜
類
や
果
物
類
を
食
べ
る
。

1
日
に
6
0
0
〜
8
0
0ｇ
ま
た
は
7
皿
以
上
の
穀

類
、
豆
類
、
芋
類
、
バ
ナ
ナ
な
ど
を
食
べ
る
。

飲
酒
は
勧
め
ら
れ
な
い
。
飲
む
な
ら
1
日
男
性
は
2

杯
（
＝
日
本
酒
1
合
）
、
女
性
1
杯
以
下
。

畜
肉
（
レ
ッ
ド
ミ
ー
ト
）
を
1
日
80ｇ
以
下
に
抑
え

る
。

動
物
性
脂
肪
を
控
え
、
植
物
油
を
使
用
し
て
総
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
15
〜
30
％
の
範
囲
に
抑
え
る
。

塩
分
は
1
日
6ｇ
以
下
。
調
味
に
香
辛
料
や
ハ
ー
ブ

を
使
用
し
、
減
塩
の
工
夫
を
す
る
（
酢
の
使
用
も
よ

い
）
。

常
温
で
長
時
間
放
置
し
た
り
、
か
び
が
は
え
た
食
物

は
食
べ
な
い
よ
う
に
す
る
。

腐
敗
し
や
す
い
食
物
の
保
存
は
、
冷
蔵
庫
で
冷
凍
か

冷
却
す
る
。

添
加
物
、
汚
染
物
質
、
そ
の
他
の
残
留
物
は
、
適
切

な
規
制
下
で
は
特
に
心
配
は
い
ら
な
い
。

黒
焦
げ
の
食
物
を
避
け
、
直
火
焼
き
の
肉
や
魚
、
塩

干
燻
製
食
品
は
控
え
る
。

栄
養
補
助
食
品
は
、
こ
の
勧
告
を
守
れ
ば
、
あ
え
て

と
る
必
要
は
な
く
、
ガ
ン
予
防
に
も
役
立
た
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
14
項
目
の
う
ち
、
５
項
目
に
植
物
性
食

品
の
推
奨
と
3
項
目
で
肉
類
の
制
限
を
記
し
て
い
ま
す
。

　
前
号
で
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
、
細
胞
を
傷
つ
け
る
体

内
活
性
酸
素
へ
の
抗
酸
化
作
用
に
よ
る
ガ
ン
予
防
効
果
を

有
す
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
次
号
で
は
、
植
物
性
食

品
と
ガ
ン
と
の
関
係
を
幾
つ
か
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
交
え
て

解
説
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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WHO国際ガン研究機関  発ガン性リスク一覧

グループ１
（120種類）

ヒトに対する発ガン性がある。
 (Carcinogenic to humans) 
例）加工肉、アスベスト、放射線、アフラトキシ
ン、煙草、アルコール等

グループ２A
（81種類）

ヒトに対しておそらく発ガン性がある。
 (Probably carcinogenic to humans)
例）畜肉、ニトロソアミン、ベンゾピレン、クレ
オソート、紫外線等 

グループ２B
（299種類）

ヒトに対して発ガン性がある可能性がある。 
（Possibly carcinogenic to humans） 
例）活性酸素、ウィルス、アセトアルデヒド、ク
ロロホルム、鉛等

グループ３
（502種類）

ヒトに対する発ガン性について分類できない。
 (Not classifiable as to its carcinogenicity to humans)
例）サッカリン、マラチオン、合成着色料（赤色２
号）、亜硝酸塩等
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